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船舶叉は航空機が航行中に入手する情報の内
容は航行の安全その他種々ありますが，中でも
乗組員の文化福利の削進に重嬰な役割を果たす
分野があってそのために同盟通信社は昭和 15 
(1940)年5月新聞放送を始め戦後その業務を共
同通信社が引き継ぎ現在も続いています。
この新聞放送は昭和46(1971)年3月末日ころ
までモールス符号により続けられていましたが，
船内新聞を作成するために受信した後改め
写用原紙（経験の深い通信士の中には受信しな
がら直接謄写用原紙を作成したとも言われてい
ます)を作成，印刷後船内にて利用し，船員の
大きな情報源ともなっていました。
昭和40(1965)年代以前の船舶局業務に従事
する通信士は 3名でいわゆる 3直制がとられて
いてモールス符号を使用しての情報交換の多く
の分野がありました。
一方船舶局の無線設備も昭和30(1955)年代
の後半にはファクシミリの受画装置も設置され
るなど順次拡充整備されてきました。
このファクシミリ受信機の設置は昭和33(19 
58)年 3月に開始された気象模写方式の受信に
影響を与え，手作業による天気図作成からも解
放されて船内作業の能率化に大いに役立ったの
は確かです。
新聞放送を行っている共同通信社では船舶局
船舶局で受信したデータ
のファクシミリ受信機の設置が始まってきたこ
となどもあって，昭和33(1958)年 8月ころか
ら船舶向け模写放送を行う動きが始まりました。
そのころにファクシミリ受信機を設置した船
舶局の数については次のような資料があります。
昭和36(1961)年 10月 41社 1 126隻
（内官庁12) （内官庁29)
昭和37(1962) 8月 1 46社 1 157隻
（内官庁11) （内官庁 18)
このころより後の新造船にはファクシミリ受
信機設置船も次第に増加したこともあって昭和
39 (1964)年 3月 2日から船舶向け新聞模写放
送を開始しました。この放送の担当は共同通信
社国際局放送部（部長滝沢邦彦氏昭和40(1965) 
年 3月短大通信科卒），受信側は本学前身校を
含む現在に至るまでの本学卒の海上勤務者です
からこの分野では多くの本学卒業生が関係して
いることになります。
昭和36(1961)年11月27日高速定期貨物船金
華山丸（三井船舶K.K．第 16次計画造船）が船舶
の経済性の向上，海上労働条件改善及び完全自
動化を目指して就航してから次第に乗組員数が
減少し始めましたのでこのような情報の重要性
が増してきました。
（海上通信研究会資料，共同通信社の20年参照）
本学名誉教授宮坂 武芳
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